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II．実態調査編 
 

 

「II．実態調査編」は、幹線旅客純流動データの基礎データとして用いる各交

通機関の実態調査の実施に向けて、幹線旅客純流動調査として可能な限り共通化

を図っておく必要があると考えられる事項についてとりまとめたものである。 

具体的には、実態調査の実施時期、調査項目、調査規模、実施日の交通情報収

集、緊急時の対応方針等を整理した。 

 

 

 

図表 1 幹線旅客純流動データの基礎データと担当部局 

基礎データ 調査名 担当部局 

航空（国内） 

 

航空旅客動態調査 国土交通省航空局飛行場部 

計画課 

鉄道 

 

幹線鉄道旅客流動実態調査 国土交通省鉄道局 

施設課 

乗用車等 

 

全国道路・街路交通情勢調

査 

国土交通省道路局 

企画課道路経済調査室 

幹線旅客船 幹線フェリー・幹線旅客船

旅客流動調査 

国土交通省総合政策局情報管理部 

交通調査統計課調査室 

幹線バス 幹線バス旅客流動調査 国土交通省総合政策局情報管理部 

交通調査統計課調査室 

国際航空注） 

（訪日外国人） 

国際航空旅客動態調査 国土交通省航空局飛行場部 

関西国際空港・中部国際空港監理官 

幹線旅客純流動

データ 

 

全国幹線旅客純流動調査 国土交通省政策統括官付 

政策調整官 

注）第 4 回調査から、訪日外国人の流動を把握するために基礎データに追加。 
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１．実態調査の実施時期 

 

○調査実施年度は、全交通機関で統一を図り、平成 17 年度に実施した。 

 

○調査実施日においても、異なる交通機関間の輸送分担率や乗継ぎ流動の信頼性 

向上の観点から、航空(国内)、鉄道、幹線バス、幹線旅客船においては統一を

図り、以下のとおり実施した。 

 

平日調査：平成 17 年 10 月 12 日（水） 

休日調査：平成 17 年 10 月 16 日（日） 

 

なお、乗用車等（「全国道路・街路交通情勢調査」）、国際航空（「国際航空旅客

動態調査」）については、調査規模及び調査の効率性、運航ダイヤ等を考慮し、そ

れぞれ平成 17 年秋期、平成 17 年 8 月・11 月に実施した。 

 

 

（１）調査実施時期の統一 

当該年度の実態に近い幹線旅客純流動データにするため、「第４回全国幹線旅客

純流動調査」のもとになる個別交通機関の実態調査の実施年度を、平成 17 年度に
統一した。  

 

図表 2 個別交通機関の実態調査時期 

1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

航空（国内） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
航空旅客動態調査 11月 11月 11月 10月 10月 10月 11月 11月 10月

鉄道 ○ ○ ○ ○
幹線鉄道旅客流動実態調査 10月 10月 10月 10月

自動車 ○ ○ ○ ○
全国道路・街路交通情勢調査 9～11月 9～11月 9～11月 9～11月

幹線旅客船 ○ ○ ○ ○
幹線フェリー・旅客船旅客流動調査 10月 10月 10月 10月

幹線バス ○ ○ ○ ○
幹線バス旅客流動調査 10月 10月 10月 10月

国際航空 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際航空旅客動態調査 8,11月 8,11月 8,11月 8,11月 8,11月 8,11月 8,11月 8,11月 8,11月 8,11月  

注）網掛け   は、幹線旅客純流動調査の基礎データとして使用  
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２．各交通機関調査の実施状況 

 

「第４回全国幹線旅客純流動調査」の基礎データとなる各交通機関の旅客流動調査は、平日・休日調査とも大きなトラブル等もなく予定どおり実施された。 

回収サンプル数については、特にサンプル数の拡大が望まれていた「幹線鉄道」「幹線旅客船」「幹線バス」の各調査とも、前回調査時のサンプル数を上回った。 

 

図表 3 平成 17 年度各交通機関・旅客流動調査の実施状況（「第４回全国幹線旅客純流動調査」基礎データ） 

平成１８年12月20日現在

対象交通機関 国内航空 幹線鉄道 幹線旅客船 幹線バス 国際航空

路側OD調査
（フェリーOD調査を除く）

ｵｰﾅｰｲﾝﾀﾋﾞｭｰOD調査

① 調査実施時期
平日：10/12（水）
休日：10/16（日）

平日：10/12（水）
休日：10/16（日）

平日：10/12（水）
休日：10/16（日）

平日：10/12（水）
休日：10/16（日）

平日：10/19（水）
平日：9月中旬～11月中旬の1日
休日：9月中旬～11月中旬の1日
　※都道府県政令市が設定

 ８月： 8/1～  8/21
11月：11/1～11/28
※空港ごとに調査期間を設定

② 目標又は想定サンプル数
平日：２６万人／日
休日：３０万人／日

平日：８万人／日
休日：８万人／日

平日：０．９万人／日
休日：０．９万人／日

平日：３．３万人／日
休日：３．３万人／日

悉皆調査を基本とする。
交通量が多い場合には適宜抽
出調査に切り替えて実施する。

平日・休日：120万台
（平日・休日：166万台）

 ８月：３．５千人／週
11月：３．５千人／週
※訪日外国人（以下同じ）

③
回収サンプル数

（括弧内は第３回調査※）

平日：１７．８万人／日
休日：１９．２万人／日

（平日：１５．１万人／日）

平日：７．６万人／日
休日：７．５万人／日
※純流動調査の対象外サンプルを含
む。

（平日：４．９万人／日）

平日：5,849人／日
休日：6,921人／日
※有効回収サンプル数

（平日：０．５万人／日）

平日：２．９万人／日
休日：３．８万人／日
※有効回収サンプル数。

（平日：２．１万人／日）

平日：19.8万台
※一般道、高速・有料道路の合計

休日：6.4万台
※高速・有料道路

（平日：16.7万台（全国分））

平日：116万台（平日：133.9万台）
休日：114万台（休日：134.6万台）
※有効回収サンプル数

 ８月：３．８千人／週
11月：３．７千人／週

④
調査日の輸送実績
（括弧内は第３回調査※）

平日：２７．１万人／日
休日：２９．７万人／日

（平日：２６万人／日）

平日：　８４．４　万人／日
休日：　８２．５　万人／日

（平日：８３万人／日）

平日：　１．９　万人／日
休日：　３．1万人／日

（平日：２．６万人／日）

平日：　７．９　万人／日
休日：　１２．３　万人／日
※平成１８年３月末集計予定

（平日：１０万人／日）

平日：40.4万台
休日：19.2万台
※都道府県内々トリップを含む

（平日：22.6万台（全国分））

平日・休日：7500万台
（平日・休日：7100万台）
※保有台数

 ８月：１４８．７千人／週
11月：１１９．０千人／週

⑤
抽出率（＝③/④）
（括弧内は第３回調査※）

平日：６５．７％
休日：６４．７％

（平日：５８％）

平日：　８．９　％
休日：　９．０　％

（平日：６％）

平日：　３０．３％
休日：　２１．８％

（平日：１９％）

平日：　３６．８％
休日：　３１．１％

（平日：２１％）

平日：49.0％
休日：33.3％

（平日：73.5%（全国分））

平日：1.5％（平日：0.93%）
休日：1.5％（休日：0.93%）
※有効回収サンプル数

 ８月：２．５％
11月：３．１％

No. 航空旅客動態調査
（航空局）

調査名
（担当部局）

幹線鉄道旅客流動実態調査
（鉄道局）

自動車

幹線フェリー・旅客船
旅客流動調査
（情報管理部）

幹線バス旅客流動調査
（情報管理部）

国際航空旅客動態調査
（航空局）

全国道路・街路交通情勢調査（道路局）

 
※各調査の実施要領は巻末資料参照 
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３．精度向上について 

  第４回調査では、第３回調査から更なる精度向上を目指し、幹線鉄道、幹線旅

客線、幹線バスについて、調査サンプル数を増加するように実態調査設計を行い

実施した。 

 

図表 4 第３回全国幹線旅客純流動調査での交通機関別流動表の信頼性 

交通機関 航空 鉄道 乗用車等 幹線旅客船 幹線バス 全機関 

日流動量 26.2 万人 83.3 万人 250.7 万人 2.6 万人 9.6 万人 356.2 万人

サンプル数 

（抽出率） 

15.1 万票 

（57.7%） 

4.9 万票 

（5.9%）

18.7 万票 

（7.5%） 

0.5 万票 

（19.3%） 

2.1 万票 

（20.6%） 

41.3 万票 

 

標準誤差率 10.1% 25.5% 9.9% 43.0% 36.0% 8.9% 

注）都道府県間流動表の信頼性評価指標として標準誤差率を使用 

注）各ＯＤの標準誤差率を各ＯＤの流動量で加重平均した流動表としての標準誤差率 

注）流動量：第３回調査での交通機関別流動量（人／日） 

 

  目標：上記標準誤差率を信頼度 95％で２０%以下を目標とした。 

 

  【幹線バス】 

上記目標精度を確保するために、調査対象便数を従来の最大５便日・片側か

ら最大 10 便/日・片側とした調査を実施した。 

 

図表 5 回収・有効サンプル数（幹線バス） 

 回収サンプル数（有効サンプル） 

平 日 31,046（28,143） 

休 日 40,231（37,062） 

幹線バス調査 

合 計 71,277（65,205） 

   注）有効サンプル：出発地、目的地の都道府県が明らかなサンプルで、県内々

を除いたサンプル。 

 

秋期平日１日で拡大処理を行い、信頼性を算出した結果、標準誤差率

は 17.6%ととなり、目標精度を満たした。また、休日については、標準

誤差率が 15.3%となった。 

 

  【幹線旅客船】 

上記目標精度を確保するために、調査対象便数を従来の最大５便日・

片側から最大 10 便/日・片側とした調査を実施した。 
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図表 6 回収・有効サンプル数（幹線旅客船） 

 回収サンプル数（有効サンプル） 

平 日 10,652（4,503） 

休 日 13,301（5,640） 

幹線バス調査 

合 計 23,953（10,143） 

   注）有効サンプル：出発地、目的地の都道府県が明らかなサンプルで、県内々

を除いたサンプル。 

 

秋期平日１日で拡大処理を行い、信頼性を算出した結果、標準誤差率

は 35.5%ととなり、休日は、標準誤差率が 27.0%となり、第３回よりは大

きく改善されたものの、目標精度に至らなかった。 

 

  【幹線鉄道】 

上記目標精度を確保するために、抽出列車を 1.2 倍、内重点列車を 1.5

倍として調査を実施した。 

 

        サンプル数：63,864（平日） 

        流動量（整備結果から）：799,443 人／日 

        信頼性：20.9％ 

  

秋期平日１日で拡大処理を行い、信頼性を算出した結果、標準誤差率

は 20.9%ととなり、前回の 25.5%から大きく改善された。 
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注）アクセス鉄道：新千歳（JR 北海道）、羽田（東京モノレール、京浜急行）、成田（JR 東日本、京成）、中部（名鉄）、関空（JR 西日本、南海）、福岡（市営地下鉄） 

高速道路  ：東日本高速、中日本高速、西日本高速、本州四国連絡高速、首都高速、名古屋高速、阪神高速、福岡高速、北九州高速 

海上アクセス：中部国際空港（津～空港、常滑～空港、鳥羽～空港）、関西国際空港（洲本～空港）、大分空港（大分市～空港）、長崎空港（時津～空港、長与～空港） 

４．調査日の交通情報（運休・遅延状況） 

４-１ 交通情報の把握目的と内容 

（１）目的 

幹線旅客純流動データ整備時の異常値のチェックや、データ利用者への情報提供のために、実態調査実施日の幹線交通機関及

びアクセス交通機関の運休・遅延状況を把握した。 

 

（２）内容 

○公共交通機関調査実施日（10 月 12 日（水）及び 16 日（日））   ○国際航空旅客動態調査実施日（８月・11 月の調査期間） 

 

 

調査対象便
対象とする
交通情報

調査方法 担当部局

国内航空
航空局飛行場部計
画課調べ

航空局飛行場部
計画課

幹線鉄道 鉄道局施設課調べ 鉄道局施設課

幹線バス
幹線バス運行事業
者へのアンケート

幹線フェリー・
旅客船

幹線フェリー・旅客
船運航事業者への
アンケート

アクセス鉄道
空港駅に乗り入
れている鉄道路
線・便

事務局から鉄道事
業者への問い合わ
せ及び鉄道局施設
課調べ

政策統括官付政
策調整官室，鉄
道局施設課

高速道路

空港周辺の高速
自動車国道及び
主な都市高速道
路

道路交通情報セン
ターへの問い合わ
せ

リムジンバス

「JTB時刻表」掲
載の市内－空港
間リムジンバス全
路線・便

空港リムジンバス
運行事業者へのア
ンケート

海上アクセス

「JTB時刻表」掲
載の市内－空港
間高速船・フェ
リー全航路・便

海上アクセス運航
事業者へのアン
ケート

各交通機関旅客
流動調査の対象
路線・便等

政策統括官付政
策調整官室

総合政策局情報
管理部交通調査
統計課調査室

対象交通機関

運休・欠航及び
遅延（２時間以上）

運休・欠航
全日通行止め（高速道路）

空港アクセス

国内幹線

調査対象便 調査対象日
対象とする
交通情報

調査方法 担当部局

国際航空 国際定期旅客便
国際航空旅客動
態調査の対象路
線・便

各空港の国際航
空旅客動態調査
の調査実施日

欠航・遅延（２時間以上）

航空局飛行場部関
西国際空港・中部
国際空港監理官調
べ

航空局飛行場部
関西国際空港・中
部国際空港監理
官

国内航空
JALグループ・
ANAグループの
国内全路線・便

航空会社への問い
合わせ

政策統括官付政
策調整官室

幹線鉄道（新幹
線）

新幹線全列車
事務局から鉄道事
業者への問い合わ
せ

政策統括官付政
策調整官室

幹線鉄道（JR在
来線優等列車等）

新幹線を除く、幹
線鉄道旅客流動
実態調査の対象
路線・便

JR各社HP及び読
売新聞交通情報
HPから集計

政策統括官付政
策調整官室

アクセス鉄道
空港駅に乗り入
れている鉄道路
線・便

事務局から鉄道事
業者への問い合わ
せ

政策統括官付政
策調整官室

高速道路

空港周辺の高速
自動車国道及び
主な都市高速道
路

（財）日本道路交通
情報センター HP
から集計

リムジンバス

「JTB時刻表」掲
載の市内－空港
間リムジンバス全
路線・便

空港リムジンバス
運行事業者へのア
ンケート

海上アクセス

「JTB時刻表」掲
載の市内－空港
間高速船・フェ
リー全航路・便

海上アクセス運航
事業者へのアン
ケート

対象交通機関

政策統括官付政
策調整官室

各空港の国際航
空旅客動態調査
の調査実施日

8月1日～21日，
11月1日～28日

国内幹線

空港アクセス
（市内→空港方向のみ）

運休・欠航及び
遅延（２時間以上）

運休・欠航
全日通行止め（高速道路）
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４-２ 公共交通機関調査実施日の交通情報 

公共交通機関調査実施日（10 月 12 日及び 16 日）では、一部の区間で運休・遅延等が発生したものの、幹線旅客流動に大きな

影響を及ぼすような目立った運休・遅延等は発生しなかった。 

 

（１）国内航空の欠航・遅延状況（ただし代替日に調査を実施した路線を除く） 

【 平日調査日（2005 年 10 月 12 日） 】 【 休日調査日（2005 年 10 月 16 日） 】 

欠航

遅延

那覇

宮古

上段：路線区間
下段：欠航便数／全日便数

宮古⇔那覇
1／23

上段：路線区間
下段：遅延便数／全日便数

大分

 
注）発着便を各々１便として集計 

 
注）発着便を各々１便として集計 
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（２）調査日が欠航等のため代替日に調査を実施した国内航空路線 

【 平日調査日（2005 年 10 月 12 日）の欠航等路線 】 【 休日調査日（2005 年 10 月 16 日）の欠航等路線 】 

 
注 1）発着便を各々１便として集計 

注 2）調査日に欠航等で実施できなかったが、代替日に実施。 

福岡
伊丹

中部

松山

調布

大島

米子

神津島

新島

八丈島⇔羽田
1／6

中部⇔松山
1／8

調布⇔大島
4／6

新島⇔調布
1／8

調布⇔神津島
4／6

大分

中標津

丘珠

長崎

羽田

長崎⇔羽田
2／28

丘珠⇔中標津
1／6

新千歳

仙台

伊丹⇔仙台
1／26

伊丹⇔羽田
1／58

那覇

宮古

宮古⇔那覇
1／23

富山

新潟

関西

函館

函館⇔羽田
1／14

伊丹⇔新千歳
1／14

新千歳⇔松山
1／2

新千歳⇔福岡
1／8

新千歳⇔富山
1／2

新千歳⇔新潟
1／6

新千歳⇔中部
2／28

新千歳⇔関西
1／14

新千歳⇔羽田
1／92

福岡⇔伊丹
1／20

米子⇔中部
2／4

代替日：10月23日（日）

代替日：10月30日（日）

上段：路線区間
下段：代替日に調査を実施した

便数／全日便数

 
注 1）発着便を各々１便として集計 

注 2）調査日に欠航等で実施できなかったが、代替日に実施。 
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（３）幹線鉄道の運休・遅延状況 

【 平日調査日（2005 年 10 月 12 日） 】 【 休日調査日（2005 年 10 月 16 日） 】 

関空

上段：路線区間

中段：列車名

下段：運休・遅延本数／全日本数（運休・遅延）

京都

関空⇔京都
はるか

3／20（運休）

※運休・遅延本数、全日本数ともに

調査対象列車のみ集計

注）上下列車を各々１本として集計 

 

運休・遅延なし 
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（４）幹線バスの運休・遅延状況 

【 平日調査日（2005 年 10 月 12 日） 】 【 休日調査日（2005 年 10 月 16 日） 】 

 

 運休・遅延なし 
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（５）幹線フェリー・旅客船の欠航・遅延状況 

【 平日調査日（2005 年 10 月 12 日） 】 【 休日調査日（2005 年 10 月 16 日） 】 

 
注 1）発着便を各々１便として集計 

宇野

上段：路線区間

下段：欠航・遅延便数／全日便数（欠航・遅延）

高松

高松⇔宇野
5／100（欠航）

 
注 1）発着便を各々１便として集計 
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（６）空港アクセス交通機関の運休状況 

【 平日調査日（2005 年 10 月 12 日） 】 【 休日調査日（2005 年 10 月 16 日） 】 

空港アクセス鉄道

＜空港アクセス鉄道＞
関空⇔京都
3／60（運休）

関空

大分

＜海上アクセス＞
大分空港⇔大分市
12／28（欠航）

上段：<空港アクセス名>

中段：路線区間

下段：欠航・運休・遅延便数／

全日便数（欠航・運休）

空港リムジンバス

海上アクセス

 
注 1）発着便を各々１便として集計 

注 2）高速道路は該当する全日通行止め区間はなし 

注 3）リムジンバスは該当する運休区間はなし 

大分

＜海上アクセス＞
大分空港⇔大分市
7／28（欠航）

空港アクセス鉄道上段：<空港アクセス名>

中段：路線区間

下段：欠航・運休・遅延便数／

全日便数（欠航・運休）

空港リムジンバス

海上アクセス

成田

＜空港アクセス鉄道＞
成田⇔京成上野
14／41（運休）

 
注 1）発着便を各々１便として集計 

注 2）高速道路は該当する全日通行止め区間はなし 

注 3）リムジンバスは該当する運休区間はなし 
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４-３ 国際航空旅客動態調査実施期間中の交通情報 

国際航空旅客動態調査実施期間中（８月及び 11 月）には、８月６日に上海付近を通過した台風の影響で、当日の成田－上海路

線 10 便、関西－上海路線９便等が欠航している。その他の調査日については、特に目立った欠航・遅延等は発生していない。 

 

（１）空港別の国際航空旅客動態調査実施日 

【 ８月調査日 】 【 11 月調査日 】 

空　 港 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

１.成　田 　 　 　 　 　 ● ● ● ● ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

２.関　西 　 　 　 　 　 ● ● ● ● ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

３.新千歳 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

４.函　館 　 ● ● 　 　 　 　 　 　

５.青　森 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　

６.仙　台 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

７.秋　田 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　

８.福  島 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　

９.新　潟 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

10.羽　田 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

11.中　部 　 　 　 　 　 ● ● ● ● ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

12.富　山 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

13.小　松 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

14.美　保 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

15.岡　山 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

16.広　島 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

17.高　松 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　

18.松　山 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　

19.福　岡 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

20.長　崎 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

21.熊　本 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

22.大  分 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

23.宮　崎 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　

24.鹿児島 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

25.那　覇 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

８　月

 

空　 港 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

１.成　田 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● ● ● ● ● 　 　

２.関　西 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● ● ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　

３.新千歳 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

４.函　館 　 　 ● ● 　 　 　 　

５.青　森 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　

６.仙　台 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　

７.秋　田 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　

８.福  島 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　

９.新　潟 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

10.羽　田 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

11.中　部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● ● ● ● ● 　 　

12.富　山 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　

13.小　松 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　

14.美　保 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　

15.岡　山 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

16.広　島 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　

17.高　松 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　

18.松　山 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　

19.福　岡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

20.長　崎 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

21.熊　本 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　

22.大  分 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

23.宮　崎 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　

24.鹿児島 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

25.那　覇 　 　 　 　 　 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

11　月

 
注）●は調査実施日・下線は定期便就航日 
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（２）国際定期旅客便の欠航状況 

【 ８月調査日 】 【 11 月調査日 】 

 
注）対象は日本出発便のみ。 

 

釜山

パリ

デンパサール

成田

関空

上海

深セン

<関空>
・上海
  11月21日  1／46
・深セン（上海）
  11月17日  1／6

<関空>
・デンパサール
11月17日  1／12

<成田>
・パリ
  11月25日  1／41

<成田>
・釜山
  11月25日  1／24

<空港名>
・路線（経由地）
調査日 欠航便数／調査期間中の週便数

 
注）対象は日本出発便のみ。 
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（３）国際定期旅客便の遅延状況 

【 ８月調査日 】 【 11 月調査日 】 

 
注）対象は日本出発便のみ。 

広州

香港

バンコク

成田

関空

上海

深セン

クアラルンプール

カトマンズ

ケアンズ／
ゴールドコースト

<関空>
・広州
  11月16日 1／14
・香港
  11月18日 1／37
・カトマンズ（上海）
  11月16日  1／2

<関空>
・ｹｱﾝｽﾞ（ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ）
11月19日   1／7

<関空>
・クアラルンプール
11月16日  1／14

ムンバイ

<成田>
・バンコク
11月22日  1／81
  11月26日  1／81
・ムンバイ
  11月26日   1／4

<成田>
・香港
  11月23日  1／90

<空港名>
・路線（経由地）
調査日 遅延便数／調査期間中の週便数

 
注）対象は日本出発便のみ。 



 

I
I
-
１
６

（４）空港アクセス交通機関の運休状況 

【 ８月調査日 】 【 11 月調査日 】 

注 1）対象は空港着便のみ 

注 2）※：遅延を含む 

注 3）高速道路は該当する全日通行止めの区間はなし 

 

中部

関空

＜空港リムジンバス＞
豊橋駅前⇒中部空港
11月28日 10／13（運休）

＜空港リムジンバス＞
京都市内⇒関西空港
11月21日 1／19（運休）

空港アクセス鉄道上段：<空港アクセス名>
中段：路線区間

下段：調査日 欠航・運休・遅延便数
／全日便数（欠航・運休）

空港リムジンバス

海上アクセス

 
注 1）対象は空港着便のみ 

注 2）空港アクセス鉄道は該当する運休・遅延区間はなし 

注 3）海上アクセスは該当する運休・欠航区間はなし 

注 4）高速道路は該当する全日通行止めの区間はなし 



 II-１７

【参考】調査実施日の天候 

 

調査名 公共交通機関調査 国際航空旅客動態調査

実施日 10/12（水） 10/16（日） 8月 11月

空港 地点
天気概況
(昼)

天気概況
(夜)

最大1時間
降水量
(mm)

平均風速
(m/s)

天気概況
(昼)

天気概況
(夜)

最大1時間
降水量
(mm)

平均風速
(m/s)

雨天(日) 強風(日) 雨天(日) 強風(日)

成田 千葉 晴 晴 -- 4.2 雨時々曇 曇後一時雨 7 3.3 1 0 0 0

関空 大阪 晴時々曇 快晴 -- 2.1 曇後時々晴 晴後時々曇 0.5 2 1 0 0 0

羽田 東京 晴 晴 -- 5.0 雨後一時曇 曇後一時雨 11.5 3.6 1 0 0 0

新千歳 札幌 快晴 晴 -- 2 晴 晴 0 2.7 0 0 0 0

函館 函館 快晴 快晴 -- 2.8 晴 晴 -- 3.3 0 0 0 0

青森 青森 快晴 快晴 -- 2.9 晴 快晴 0 3.7 0 0 0 0

仙台 仙台 晴 晴 -- 2.8 曇一時雨 晴 1.5 1.9 1 0 0 0

秋田 秋田 快晴 快晴 -- 2.8 晴 晴 6 2.5 1 0 0 0

福島 福島 晴一時曇 曇 0 2.2 曇一時雨 曇後一時晴 2.5 1.9 1 0 0 0

新潟 新潟 快晴 快晴 -- 2 曇後一時晴 晴時々曇 2.5 1.9 1 0 0 0

中部 名古屋 曇一時晴 晴一時曇 -- 2 曇時々晴 曇一時晴 0.5 2.8 1 0 0 0

富山 富山 曇一時雨後晴 快晴 18.5 2.7 曇一時雨後晴 晴時々曇 2.5 2.1 1 0 0 0

小松 金沢 曇後晴 快晴 0 3.9 曇後晴 晴後一時曇 1 3 3 0 0 0

美保 米子 晴 晴 -- 3.2 晴 快晴 -- 2.2 1 0 0 0

岡山 岡山 晴一時曇 晴 0 2 晴 快晴 -- 2.4 0 0 0 0

広島 広島 晴 晴 -- 3.8 快晴 快晴 -- 3.8 0 0 0 0

高松 高松 曇後晴 快晴 0 1.9 薄曇後晴 快晴 -- 1.9 0 0 0 0

松山 松山 晴 晴 -- 1.4 晴 晴 -- 2 1 0 0 0

福岡 福岡 晴 晴一時曇 -- 2.1 晴 快晴 -- 3.2 0 0 0 0

長崎 長崎 晴後一時曇 晴一時曇 -- 1.7 快晴 快晴 -- 2.4 1 0 0 0

熊本 熊本 晴 晴 -- 2.9 晴 快晴 -- 2.6 0 0 0 0

大分 大分 曇後晴 晴 0 3.1 晴 快晴 -- 3 1 0 1 0

宮崎 宮崎 曇一時雨 曇一時雨 3 4.2 晴一時曇 快晴 0 2.1 1 0 0 0

鹿児島 鹿児島 晴 晴 -- 4.6 晴 快晴 -- 3.8 2 0 1 0

那覇 那覇 晴一時雨 晴 0.5 5.4) 晴 晴時々薄曇 -- 9.9 0 0 0 0  

 

注１）値）は準完全値。統計値を求める対象となる資料）の一部が欠けているが、許容

する資料）数を満たす値。許容する資料）数は、要素または現象、統計方法によ

り若干異なるが、全体数の 80％を基準とする。 

注２）“--”は現象なし（降水・雪・日照）。 

注３）雨天日は、一時間あたりの最大降水量が 20mm 以上の日と定義。 

注４）強風日は、一日の平均風速が 15m/s 以上の日と定義。 

注４）地点は、気象庁の気象台又は観測所のある地点。 

資料）気象庁 HP より作成。 

 




